
■■ ＨＡＣＣＰ７原則１２手順の解説ＨＡＣＣＰ７原則１２手順の解説

食品の安全性を高めるためのHACCPシステムの構築手順とその内容について理解を深めていただきます。

■■ 危害分析の実施・発表危害分析の実施・発表

原料から製造工程、製品保管において考えられる危害を製造工程フロー図を基に分析していただく実習をします。

■■ 重要管理点の決定重要管理点の決定

重要管理点ＣＣＰの設定は、ＨＡＣＣＰシステムにおいて、最も重要な事項です。実習を通して学びます。

■■ CCPCCP整理表の作成・発表整理表の作成・発表

管理基準、モニタリング方法、改善措置方法などを整理表にまとめる手法を学んでいただきます。

■■ ＴＷＩによる従業員教育訓練ＴＷＩによる従業員教育訓練

構築したＨＡＣＣＰシステムを適切に運用するために、具体的教育方法の一つであるＴＷＩを解説します。

■■ ＩＳＯ２２０００の概要ＩＳＯ２２０００の概要

システム化した管理と旧来の管理との違いを示し、ISO22000の概要について解説します。

HACCPHACCPによる衛生管理コース（２日間）のご案内による衛生管理コース（２日間）のご案内

財団法人 日本冷凍食品検査協会

主な講義・実習内容について主な講義・実習内容について

『『品質管理の仕組みは機能していますか？品質管理の仕組みは機能していますか？』』

『『工程チェック工程チェック』』やや『『製品検査製品検査』』ばかり重ねてばかり重ねて
満足していませんか？満足していませんか？
必要以上のチェックや検査で管理体制の改善に必要以上のチェックや検査で管理体制の改善に
つながっていますか？つながっていますか？
『『対策と歯止め対策と歯止め』』も、きちんと考えましょう！も、きちんと考えましょう！
そのためには正しい知識と現状を把握するそのためには正しい知識と現状を把握する
スキルや感性が必要です。スキルや感性が必要です。

３６，７５０円３６，７５０円
（昼食・テキスト代／税込み）（昼食・テキスト代／税込み）

工程チェックだけではダメなんです！工程チェックだけではダメなんです！

HACCPHACCPの考え方を取り入れ、演習や実習をする中で、食品の考え方を取り入れ、演習や実習をする中で、食品

の安全を守るシステムの構築や取組み方を学びます。の安全を守るシステムの構築や取組み方を学びます。

短期間で短期間でHACCPHACCP手法を学べる内容になっています！手法を学べる内容になっています！

セミナーの特徴セミナーの特徴

２日間（２日間（11日目日目1313：：0000～～1818：：0000

22日目日目 99：：0000～～1717：：0000））



３月

２月

１月

１２月

１１月

１０月

９月

８月

６・７月

大阪（2/4、5） 東京②（2/4、5）

予定はありません

予定はありません

仙台(10/28、29)

予定はありません

福岡（3/2、3）

予定はありません

予定はありません

名古屋（8/25、26） 東京①（8/27、28）

※ 状況に応じて、開催の日程や回数を変更する場合がありますのでご了承下さい。
2009.11.06現在

平成21年度 セミナー年間スケジュール
財団法人 日本冷凍食品検査協会

企画開発事業部

【HACCPによる衛生管理コース】

＜第１日目＞ 13：00～18：00

＜第２日目＞ 9：00～17：00

※カリキュラム内容（構成）・時間は、変更する場合がございます。

ＨＡＣＣＰや食品安全管理システム（ＩＳＯ２２０００）
の土台となる前提条件プログラムの概要について学びます。

【第２章】

前提条件プログラムについて

食品の安全性を高めるためのＨＡＣＣＰシステムの構築手
順とその内容について理解を深めてといただきます。

【第１章】

ＨＡＣＣＰ7原則12手順の解説

構築したＨＡＣＣＰシステムを適切に運用するためには人
を教育することが重要です。従業員の具体的教育方法の一
つであるＴＷＩを中心に解説します。

【第３章】

ＴＷＩによる従業員教育訓練

講義内容講習名

原料から製造工程、製品保管において考えられる危害を製
造工程フロー図を基に分析していただく実習を行います。

【第４章】

HACCPの実習
・危害分析の実施・発表

システム化した管理と旧来の管理との違いを示し、
ISO22000の概要について解説します。

【第７章】

ＩＳＯ２２０００の概要

ＣＣＰに決定した工程について、管理基準、モニタリング
方法、改善措置方法などを整理表にまとめる手法を学んで
いただきます。

【第６章】

・CCP整理表作成実習・発表

重要管理点ＣＣＰの設定は、ＨＡＣＣＰシステムの実施に
おいて、最も重要な事項です。実習を通して、設定方法に
ついて理解をしていただきます。

【第５章】

・重要管理点の決定実習

講義内容講習名



札幌検査所 札幌市中央区北一条西21-3-17 ラボビル2階
Tel： 011-612-1530 Fax： 011-612-1534
担当： 本村 E-mail： y_motomura@jffic.or.jp

仙台検査所 仙台市宮城野区高砂1-24-18
Tel： 022-254-8991 Fax： 022-254-8995
担当： 中舍 E-mail： s_nakasha@jffic.or.jp

東京検査所 東京都港区芝大門2-4-6 豊国ビル
Tel： 03-3438-2811 Fax： 03-3438-2747
担当： 佐川 E-mail： k_sagawa@jffic.or.jp

名古屋検査所 名古屋市熱田区神野町1丁目15番地
Tel： 052-671-5309 Fax： 052-671-5302
担当： 小島 E-mail： k_kojima@jffic.or.jp

関西事業所 神戸市中央区港島南町3丁目2-6
Tel： 078-302-1083 Fax： 078-302-1097
担当： 松崎 E-mail： t_matsuzaki@jffic.or.jp

福岡検査所 福岡市博多区博多駅南1-2-15 事務機ビル8階
Tel： 092-451-7259 Fax： 092-474-3363
担当： 井口 E-mail： m_iguchi@jffic.or.jp

※ 問合せにつきましては、なるべくEメールにてお願いいたします。

本部企画開発事業部 東京都港区芝大門2-4-6 豊国ビル4階
Tel： 03-3438-1895 Fax： 03-3438-2747
担当： 菊井 E-mail： k_kikui@jffic.or.jp

清水検査所 静岡市清水区春日1-5-15 カトービル3階
Tel： 054-353-5326 Fax： 054-353-5328
担当： 立石 E-mail： m_tateishi@jffic.or.jp

お問合せ・お問合せ・受付窓口

セミナー内容・その他

セミナー受付・日程・会場


